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いせはらしないしゃじえんぎしゅう

♯ 伊勢原市内社寺縁起集

作者：伊勢原市教育委員会社会教育課（いせはらしきょうい

くいいんかいしゃかいきょういくか）

刊行：昭和 年（ ）

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢

 解題

■ 内容

「縁起」とは、神社仏閣などのいわゆる「いわ

れ」のことであり、本書は伊勢原市内の社寺縁起

集として、「一之沢浄発願寺縁起」、「日向薬師縁起」、

「大山寺縁起」、「善波邑八幡社縁起」、「下粕屋若

宮八幡社縁起」の５編と、「下粕屋若宮八幡社縁起

付編」として、相模原市緑区の「石老山顕鏡寺縁

起」の原文を掲載し、古谷秀雄による書き下し文、

語注等が記載されている。

「一之沢浄発願寺縁起」には、浄発願寺開山の弾誓上人の誕生から入寂

までが典雅な七五調で詳細に記述され、図版も 36 枚掲載されている。全３巻

（上・中・下巻）から成り、伊勢原市の重要文化財に指定されている。

「日向薬師縁起 附勧進帳」は元来、縁起の巻があったが、編者による

と「火災のため焼失してしまった」とあり、「其の後、全古上人に依って勧

進帳が作られ」、「寛文年間に至り、松島雲居和尚が之を増補して、薬師の

縁起を作り」と記載されている。

「大山寺縁起」には、奈良時代の高僧、良弁僧正の伝記が記されている。

本文冒頭の「元亨釈書」とは、元亨２年（ ）、虎関師錬によって編纂さ

れた高僧列伝のことであり、後に享禄５年（ ）に増補され、大山寺縁

起に仕上げたとされる。しかし虫害が甚だしいとの理由から、貞享元年

（ ）に、斎藤一器子が更に増補して、完全な縁起に仕上げたとされる。
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挿絵 枚は、各頁に描かれ、絵筆者は清水七之烝・清水七右衛門と記述さ

れているが、他の諸本においては不明である。

「善波邑八幡社縁起」は、寛文己酉（寛文９年）との年紀を持つ。善波

太郎重氏は、平安時代末期から鎌倉時代における善波地区の豪族で、「八幡」

とは善波太郎重氏の霊を指す。『近世の村と町』（川村優編）では、「落幡村

の願人の所持する一冊の和讃をもとにしたものである」、「古代に始まる寺

院における本来の和讃というよりも、唱導としてとらえられるものに近か

ったように思われる。」と記述されている。落幡とは、現在の秦野市鶴巻の

小字名を指す。

「下粕屋若宮八幡社縁起」は、本巻の創作年代は不明であるが、別巻は

「延喜十七年 丑八月 能条太郎兵衛」とある。縁起に記載された出来事

は、仁寿元年（ ）頃とされる。東三条左大臣の息男・兵庫頭某が、故あ

って八幡左大臣の息女をつれて津久井郡の窟に下向した。その後、兵庫頭

は入道して諸国を巡り、奥州笠島に斃れたが、息子の岩若丸（兵衛大夫）

が当地の豊民・能条太郎兵衛の家を継ぎ、父の兵庫を若宮八幡と崇め現在

に至っている、と記載されている。

「石老山顕鏡寺縁起」は、本巻の創作年代は不明だが、「巻末の後記によ

り文明十三年にあらずやと思われるふし有り。」と記載されている。別巻は

漢文体で「享保廿一年源勝恵書すとあり。」との記載がある。

■ 作者

編者である伊勢原市教育委員会は、文化財保護政策の一環として、昭和

年代より伊勢原市内の「縁起もの」を記録に残している。本書の編纂に

あたり、縁起類の集録・読み下し・註釈等の実務は古谷秀雄が委嘱された。

古谷は、本書編纂当時、伊勢原市文化財保護委員で、『伊勢原市内社寺鐘銘

文集』（伊勢原市文化財協会 ）の著者でもある。

 参考文献 
『石老山』長谷川一郎著 井上書店

『書かれない郷土史 武蔵・相模を中心とした民俗資料』川口謙二著 錦正
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社

『神道大系 神社編 駿河・伊豆・甲斐・相模国』神道大系編纂会

『大山不動と日向薬師』宇都宮泰長ほか著 鵬和出版

ｳﾂ

『木食僧の寺：一の沢浄発願寺』小沢幹著 伊勢原市教育委員会 伊

勢原市文化財調査報告書 第 集

『大山寺縁起』大山寺 ﾀﾞｲ

『近世の村と町』川村優編 吉川弘文館

『伊勢原市史 別編 民俗』伊勢原市史編集委員会編 伊勢原市

『伊勢原市史 別編 社寺』伊勢原市史編集委員会編 伊勢原市

川島敏郎「古記録からみた大山信仰の諸相：『大山寺縁起絵巻』・『大山不動

霊験記』を中心にして」 『神奈川県立公文書館紀要』第 号 神奈川県立

公文書館

＜デジタル＞

国立国会図書館デジタルコレクション

『新編相模国風土記稿 第 輯 大住・愛甲・高座郡』間宮士信等編 鳥跡蟹

行社
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おおやまめいしょうずし

♯ 大山名勝圖誌

作者：安田米齋（やすだ・べいさい ）

刊行：明治 年（

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢

 解題 
■ 内容

『大山名勝圖誌』は

大山の観光案内書であ

る。表紙に「横港 安

田米齋著 大山名勝圖

誌 安田氏蔵梓」と表

記されている。扉には

米齋による「敬神至誠」という書が掲載されている。米齋の「大山良弁瀧

之図」・「雷山之實景」を含む挿絵が３枚掲載されている。刊記は明治

年（ ） 月 日。編輯人は横浜区老松町の安田米齋、出版は米齋の弟

である相模大住郡大山町の安田義明である。

内容は、冒頭で「大山寺記」、「大山古縁起」、「大山霊験記」などの諸書

を参考にして阿夫利神社の沿革を略述。ついで「攝社」、「拜殿」、「二重瀧」

や「八段ノ瀧」などの名勝地を紹介する「勝地」、「雨降木」（ウガウボク）と

「呪詛木」（マヂナイスギ）と呼ばれる二本の「神木」、「古文書什寶」、全国か

ら大山を参拝する信徒が宿泊する先導師（この図書を出版した安田義明も

名を連ねている）の宿坊の住所・氏名を記載した「教會結社」、「不動堂沿

革」、寺院の宗派と本尊を紹介した「寺院」、「戸数人口物産」、「休泊旅店」、

そして横浜本町からの距離を示した「里程」などを各項目で紹介している。

本書は当館以外に国立国会図書館、横浜市中央図書館で所蔵が確認でき

る。

[K17.64/16] 
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